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状況把握に
着手していない

キーパーソンと
の信頼関係の
もとに戦略的
な取り組みが
できている

キーパーソンと
必要に応じた
コミュニケー
ションが取れる
関係ができて
いる

キーパーソン
を把握できて
いる

着手している
がキーパーソ
ンを把握しき
れていない

自治会役員、地域
活動の推進役
（民生委員、消防団、
郷土芸能など）

状況把握に
着手していない

裏付けとなる
一般住民の
認識も把握し
た上で論点・
課題を整理で
きている

キーパーソン
を通じて論点・
課題を把握で
きている

状況を把握し
始めた

着手している
が状況が把握
できていない

自走化を目指す上
で、地域内で共通見
解となっているボト
ルネックは何か

状況把握に
着手していない

ハード資源の
利活用上の
課題も含めて
把握できて
いる

ハード資源を
その機能・目的
も含めて把握
できている

コミュニティ内
で活用すべき
ハード資源を
把握し始めた

コミュニティ内
で活用すべき
ハード資源を
把握していない

災害公営住宅集会
所、地区公民館、
番屋、道の駅、個人
店舗等

状況把握に
着手していない

ソフト資源の
利活用上の
課題も含めて
把握できて
いる

ソフト資源を
その機能・目的
も含めて把握
できている

コミュニティ内
で活用すべき
ソフト資源を
把握し始めた

コミュニティ内
で活用すべき
ソフト資源を
把握していない

地場産業、祭り、
伝統行事等

状況把握に
着手していない

外部支援者と
良好な
協働関係が
築けていて、
打ち手が議論
できている

外部支援者が
特定できてお
り、コミュニティ
の情報が共有
できている

外部支援者が
特定できている
が、コミュニティ
の情報は共有
できていない

地域で
活動する外部
支援者が
いない

他の支援団体等と
地域状況について
情報交換をし、課題
解決に向けて協働
できているか

状況把握に
着手していない

自治会主体で
行政とコミュニ
ケーションを取
り、課題解決に
向けて連携し
ている

担当部署を
把握し情報共
有がされている
が、相談には支
援者のサポー
トが必要

担当部署を
把握している
が、コミュニティ
の情報は共有
できていない

行政の各部署
の役割を把握
できていない

行政の担当部署と
地域状況について
情報共有をし、課題
解決に向けて連携
できているか

状況把握に
着手していない

会議体が
議論・承認の
場として
機能している

事務局体制が
整備され、
役員がそれぞ
れの役割を
果たしている

事務局体制が
整備されてい
るが、一部の
役員で運営が
賄われている

事務局体制が
整備されてい
ない

役員・規約・
定例会議・会計・
総会等

状況把握に
着手していない

地域や行政な
ど対外的にも、
自治会は民意
を反映してい
ると認識され
ている

住民間で、
自治会は民意
を反映してい
ると認識され
ている（組織
内の代表性）

自治会は
住民からの
意見を取り入
れる努力を
している

自治会の活動
が住民からの
賛同を得られ
ていない

団地自治会が住民
の代表性を有して
いる、または地域の
既存自治会の一翼
を担っているか

状況把握に
着手していない

女性や若者等
の意見を取り
入れ、
将来に向けた
話し合いが
できている

女性や若者等
の意見を取り
入れる仕組み
がある
（役員登用・分
科会設置等）

女性や若者等
の意見を取り
入れ始めた

女性や若者等
の意見が取り
入れられてい
ない

女性や若者等の
意見を反映する場・
機会があるか

状況把握に
着手していない

団地・地域と支
援者間で共有
され、対応する
仕組みが構築
されている

団地・地域内
で把握・共有
できている

一部の人のみ
が把握できて
いるが
共有されてい
ない

把握する
意識がまだ
醸成されて
いない

見守り予備軍、トラ
ブルメーカーの把握
と緊急時対応などの
対応が団地や地域
内でできているか

状況把握に
着手していない

情報共有の仕
組みを、支援
者のサポート
なしで自主運
用できている

コミュニティ内
で情報を共有
する仕組みが
あるが、支援者
のサポートが
必要

コミュニティ内
で情報を共有
する仕組みづ
くりを始めて
いる

コミュニティ内
で情報を
共有する
仕組みがない

チラシの配布等、
情報を伝達・共有
する体制が整い、
住民に訴求できて
いるか

状況把握に
着手していない

支援者の
サポートなしで
企画運営でき
ており、
持続的に行え
ている

自発的な活動
を継続的に
実施している
が、企画運営の
サポートが
必要

自発的な活動
がみられるが、
単発的な取り
組みで終わっ
ている

自発的な活動
への取り組み
がない

地域の自主的な
活動が年間計画に
沿っていて、適切な
規模で行われてい
るか

状況把握に
着手していない

自分たちで
十分なリソー
スを獲得し
安定して維持
できている

適切な時機に、
自発的に行動
できている

行政や支援者
に相談できて
いるが、申請手
続等において
自発的に動け
ていない

リソース獲得
に向けて取り
組めていない

リソース
（資金・運営人材）
の獲得

状況把握に
着手していない

特定した
対象者が参加
している

対象者を
特定し、
個別に声かけ
できている

参加を促すべき
対象者が特定
できている

積極的に参加
を促すべき対
象者（親子、男
性など）を特定
できていない

地域活動活性化の
上で、行事に巻き込
みたい対象者を特
定し参加を促せて
いるか

状況把握に
着手していない

地域資源を
活用している
住民の属性が
広がっている

地域資源を
住民主体で活
用しているが、
利活用が一部
の人に限られる

地域資源を
把握・活用する
支援者頼みで、
住民主体で
活用されてい
ない

地域資源を
活用できて
いない

地域内の資源と
その機能を有効に
活用できているか

状況把握に
着手していない

目標が
決定している

ビジョンは
共有できて
いる

話し合いの場
がある

大枠の方向性
も固まってい
ない

目指したいコミュニ
ティ像の共通ビジョ
ンがあるか
（見守り、伝統や
産業の再興など）

地域キーパー
ソンとの
関係構築

コミュニティ形
成上の論点・
課題の把握

活用すべき
ハード資源と
機能の把握

活用すべき
ソフト資源と
機能の把握

外部支援者の
特定、および
関係構築

コミュニティと
行政の関係

自治会の事務
局体制の整備

自治会の
代表性

組織の
多様性

潜在的リスク
を抱えている
人物の把握

コミュニティ内
で情報を共有
する仕組み

持続可能性

資金・
リソースの
獲得

参加者の
巻き込み

項目5、6で特
定された地域
資源の活用

3年程度で
目指す目標の
決定

地
域
状
況
の
把
握

地
域
資
源
の
把
握

ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー

自
走
化
に
向
け
た
体
制
の
確
立

住
民
に
よ
る
自
発
的
な
活
動

中
長
期
ビ
ジ
ョ
ン

支
援
者

地
域
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確認事項 考え方・視点
評価基準

推進役となる
部署・団体

アクション評価の根拠
現時点の評価（月/日）

カテ
ゴリー

把握に着手して
いない

情報を把握できて
いる

情報を把握した
うえで課題に応じ
た支援団体・部署
につなげている

地域のキーパーソ
ン（町内会役員や
民生委員）にも
入居者の情報が
共有できている

入居者の特性や生活課題を
把握し、地域に融合する上で
の潜在的リスクを想定する。
入居辞退が出る可能性をはか
る上でも重要

情報を提供できて
いない

チラシ告知などで
最低限の
情報提供はできて
いる

地域住民向け説明
会を開き、住民と
の意見交換が
実施されている

説明会後も
進捗状況が
地域の町内会
役員に共有されて
いる

災害公営住宅の概要と工期等
の進捗を地域住民に共有する
ことで、地域側の懸念を払拭す
るとともに潜在的課題が特定
できる

受入れ姿勢を
把握できていない

受入れ姿勢は
把握しているが、
融合方針が
定まっていない

把握した上で、
融合の方針が
定まっている

方針について
地域側とも
合意できている

地理的な条件だけではなく、
町内会の自治力など地域側
の特性に応じて、総合的判断
で融合方針を検討できている
ことが重要

検討の場の
設定に着手してい
ない・情報共有が
ほとんどされてい
ない

一部の関係者間で
のみ情報共有が
されている

関係団体が
定期的に検討の
場を持ち、方針を
議論できている

課題解決に
向けた打ち手を
考え、役割分担に
沿って行動できて
いる

行政と現場の関係者が共通
認識を持つことで、役割分担
をしながら適切に手を打つこ
とができるようになる

機会を提供できて
いない

入居前または
入居後に実施した
が参加率が70％
に満たない

入居後（3ヶ月以内
目安）に実施し、
参加率が70%を
超えている

入居前（半年前目
安）と入居後（3ヶ
月以内目安）に
実施し、参加率が
70%を超えている

入居（予定）者同士の関係強
化により、新しい環境で生活
するイメージを入居前から持
てるようになる。入居辞退数
の軽減にも有効

機会を提供できて
いない

地域の町内会の
仕組みや活動を
知る機会を
提供できている
（戸別訪問、ポスティ
ングなどを含む）

地域のキーパーソ
ン（町内会役員、
民生委員など）と
顔合わせする機会
を提供できている

地域のイベントに
入居者が、
または入居者の
イベントに
地域住民が
参加できている

入居住民が地域の情報を得ら
れることが、地域融合の入口
となる。最終的には双方の集
会に垣根を超えて参加できて
いることを目指す

役職者を含め、
入居住民の中に
適任者を見つけら
れていない

適任者は見つかっ
ているが、
窓口機能は
果たせていない

窓口機能を果たす
住民がいるが、
仕組み化されてい
ない

仕組みの中で
窓口機能が
果たされている

特に団地内で町内会や班の
境界が分かれる場合、窓口的
存在が一元化されていること
が、団地単位で発生する課題
を解決する上で有効

住民が支援者頼み
になっている

特定の住民による
自発的な活動は
あるが、資源を
活用していない

特定の住民が
資源を活用した
活動を行っている

住民が自発的に
資源を活用し、
多様な住民が
参加している

資源（施設、外部支援者、補
助金など）を活用して多様な
住民が自発的な活動を行うこ
とで、住民同士でゆるやかな
見守りができる

平時（R3年度以
降）の体制が定まっ
ていない

復興期の部署が
コミュニティ形成
を推進しているが、
平時の行政部署
は関わっていない

平時体制の
部署と進捗状況や
課題の共有が行え
ている

平時を視野に
入れた体制で臨み、
課題解決に
向けて協働できて
いる

団地情報が復興後の担当部
署（行政区や福祉系の担当
課）に引き継がれることで、
中長期的なセーフティネット
を担保できる

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
形
成
支
援
の
持
続
性

住
民
意
識
の
醸
成

打
ち
手
の
決
定

課
題
把
握

2

3

4

5

6

7

8

9

1

地域への
説明機会

地域の受入れ姿勢
（課題・意向）の
把握

横断的・包括的な
検討の場

入居（予定）者間の
交流機会

入居住民と地域の
交流機会

団地側の窓口

住民活動

平時の行政部署

入居（予定）者の
把握

（誰が主導するか） （いつ、誰と、何をする）


